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ハイパフォーマンスCPR�
の重要性	

効果的な胸骨圧迫で、
脳血流の増加（収縮期圧上昇）だけでなく

冠血流の増加（拡張期圧上昇）

これにより、
VF　→　より長く持続、より大きく早いVFに！

より良いVF：　

より電気的除細動に反応！！	

CPR started （AED no shock adviced）�

3min after starting CPR （AED no shock adviced）�

6min after starting CPR （AED shock adviced）�

VF waveform before and after CPR �

Philips AED FR2

胸骨圧迫のみでも許容�

JRC蘇生ガイドライン2015	
（一般市民向け）	 AEDを使用した心肺蘇生法の流れ�

ステップ１　反応確認�
　　　　　　　　　 救急車とＡＥＤ要請�

ステップ２　呼吸確認 
　　　　　　　　　  胸骨圧迫�

ステップ３　ＡＥＤ使用�

�救急車を！ 
���AEDを！�
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JRC蘇生ガイドライン2015	
（一般市民向け）	 アジア蘇生協議会	

（日本蘇生協議会もメンバーの一つ）	

	

Asian Resuscitation Science Symposium 2015 in ACEM Taipei.
Now we have a “RCA New BLS Algorithm G2015 for lay rescuer”.
�

リアルタイムフィードバック�

臨床における CPR では、リアルタイムの視聴覚
フィードバック装置は、心停止患者に対する包括
的治療体制の一環として用いることを提案する。�
(弱い推奨、非常に低いエビデンス)�

�
1）　心臓突然死の実例と現状 �
�
2）　時間との戦い（心室細動とは） �
�
3）　心肺蘇生法の流れ（新しいガイドライン） �

� ��
４）　「近くの方が地域で救う大切な命」の試み �

平成29年9月8日　東京都「救急の日」シンポジウム　基調講演	
	

	「応急手当で救える命	
	 	 	 	もっと安全・もっと安心な東京」	
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心臓突然死から一般市民を救命する
（日本AED財団：減らせ突然死プロジェクト）	

PUSHプロジェクト	
（地域でのPUSHプロジェクトの立ち上げ）	

PUSHプロジェクト	
（今後地域でのPUSHコースを開催予定）	
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Social Network Servicesを活かす！�

⼼停⽌発⽣現場�

AEDを使う意思と
技術を持った⼈たち�AED�

119番通報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

スマホを活用したAED救命体制	

心停止発生現場 

AED設置施設	

心停止かも？！　と
判断された症例 

尾張旭市 
指令センター  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

アプリ画面に、心停止発生現場、付
近のAED設置施設を表示	

 AEDを取りに急行	

AEDを速やかに
現場へ届ける 

尾張旭市　 
消防職員・消防団員 

日本のAEDマップの現状�
�

ドローンの使用	
（地域での最新デバイスの試み）	 　　　命救った医学生に感謝状 �

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
「皆さんのおかげで助かりました」と涙ながらに感謝の言葉を	
述べる牛田尊さん（左端）	

（2005年8月30日）	

　愛・地球博（愛知万博）会場で６月、心室細動で倒れ
た男性を「自動体外式除細動器」（ＡＥＤ）を使って救助
した大学生４人に２９日、博覧会協会と万博消防署か
ら感謝状が贈呈された。万博会場で行われた贈呈式
には、一命を取り留めた愛知県東郷町の自営業牛田

尊さん（４２）も訪れ、「皆さんのおかげで、万博が最高
の思い出になった」と、涙ながらに感謝の気持ちを伝え
た。	

　感謝状を贈られたのは、横浜市立大医学部６年の北原佑介さん（２５）、国分沙帆さん（２４）、小竹
恭子さん（２６）、小西隆行さん（２６）。	
　牛田さんは６月１日午前９時１５分ごろ、小走りで長久手会場のパビリオンに向かっていたところ突
然倒れ、心肺停止状態となった。近くにいた４人は、警備隊員が持ってきたＡＥＤを使い、電気ショッ
クを心臓に与えた。牛田さんは約２か月入院したが、元気になった。ＡＥＤを操作した小竹さんは、

「ほかの３人に後押ししてもらった。無事に助かって本当にうれしい」。牛田さんは「混乱した状況の
なかで、ちゅうちょなく機器を使ってもらったので、今の私がいる。いくら感謝しても感謝しきれない」と
話していた。	
　万博会場には、ＡＥＤ約１００台が設置されており、これまでにＡＥＤの使用で、牛田さんを含め３人
が助かっている。	

救命の実例	
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打球直撃の投手、ＡＥＤで救命処置	
高校野球・大阪　	
	
2007年4月30日22時52分	
	
３０日午前１０時２０分ごろ、大阪府岸和田市
内畑町の飛翔館（ひしょうかん）高校グラウン
ドで、春季近畿地区高校野球大会府予選３回
戦桜宮飛翔館の試合中、飛翔館の２年生、

上野貴寛投手（１７）の左胸に打者の打球が
直撃した。	
上野投手はマウンドに倒れ、動かなくなった
が、同校にあったＡＥＤ（自動体外式除細動

器）による救命処置などで脈拍と呼吸が戻っ
たという。１週間の入院で回復する見込み。	

救命の実例	

松村邦洋 �
東京マラソンで一時心肺停止 �
�
2009年3月23日 �
�
２２日行われた東京マラソンで、ランナーと
して参加していたタレント松村邦洋（４１）が
午前１１時半ごろ、スタート地点の都庁前

から約１４・７キロ先の港区高輪２丁目付近
で立ち止まると、崩れるように倒れ、心肺
停止状態に陥った。 
駆けつけた医師団の心肺蘇生法やAEDに
よる除細動などの処置を受け意識を回復、

都内の病院に搬送され、入院した。生命に
別条はなく、言葉も交わせる状態に回復し
たが、１歩間違えば命にかかわるところ
だった。	

救命の実例	

�
1）　心臓突然死の実例 �
�
2）　時間との戦い（心室細動とは） �
�
3）　心肺蘇生の流れ（新しいガイドライン） �

� ��
４）　「近くの方が地域で救う大切な命」の試み �

平成29年9月8日　東京都「救急の日」シンポジウム　基調講演	
	

	「応急手当で救える命	
	 	 	 	もっと安全・もっと安心な東京」	

平成29年9月8日　東京都「救急の日」シンポジウム　基調講演	
	

	「応急手当で救える命	
	 	 	 	もっと安全・もっと安心な東京」	

東京慈恵会医科大学　救急医学講座	
主任教授　武田　聡　	


